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第1表

50年～52年

53年～57年

58年～59年

対前年増加率平均（％）

農業
　①

14．1

4．5

20．9

生産手段

生　産

　②
48．5

25．4

103．0

消費手段

生　産

　③
29．0

12．8

33．7

②／③

1．67

1．98

3．06

（注）①1952年度不変価格による。

　②中国研究所「新中国年鑑」。
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第3表 （％）

1949

50

51

52

53

54

55

56

57

58

工業生産額のう
ち生産手段生産1
が占める割合

26．6

29．6

32．2

35．6

37．3
N

38．5

41．7

45．5

48．4

57．3

左の対前

年増加率

11．3

8．8

10．6

4．8

3．2

8．3

9．1

6．4

18．4

工農生産総額の
うち生産手段生
産が占ある割合

8．0

9。8

12．4

14．8

17．6

19．3

20．7

24．9

27．3

36．4

左の対前

年増加率

22．5

26．5

19．4

18．9

9．7

7．3

20．3

9．6

33．3

」

（注）　中国研究所「新中国年鑑」1962年度版をもととして計算したものである。

　比上　 そめ逓ときみバ可　る門生歩
　率げそのて増でなたβ能資゜配産が
　がよこ上み傾あ変゜るで料　分比鳶
　　　　　　　　　　　　　　比率畏　高うで昇る向ろ化い・あ的摩蓉喜一，1農ζ箋ぶ簸詫生ゑ采蒙峯雰
〉れれくのこっ’いも産’　　　　　　　　　　　　　　そ現低　　　　　　　　　　　　明内ト奮ltr象霧怨を摯誌：霞等雰葵葛妻

　ら配引　てをしる程め係底　　　　　　　　　　　　　　に産手
　　’分き　　’求てこ大て数不　な部段
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第4表

1952

　53

　54

　55

　56

　57

　58

実質生産的固定資産（億元）

合計工内劇読業
303．9

345．8

，39LO

446．6

531．9

623．8

795．3

147．3

171．0

199．2

234．6

283．9

348。5

472．1

110。4

129．9

153。3

184．3

226．7

281，4

389．4

固定資産平均産出係数

盤翻工剰重蝶
3．38

3．56

3．39

3．20

3．08

2．85

3．57

2．33

2．61

2．60

2．33

2，47

2．24

2．02

1．10

1，28

1，30

1．24

1．41

1。34

1．82

（注）①実質生産的固定資産は、1952年不変価格によるものである。

　　　②　生産的固定資産は「偉大な10年」87頁における工業固定資産総額
　　　　　1949年度128億元に、50年度の固定資産新規増加分の工業固定資産

　　　　　新規増加分に対する倍率2．　1を乗じて49年度の固定資産を求め、各

　　　　　年度の新規増加分を加算して、それぞれの年度の値を求めた。

　　　⑧重工業における固定資産は「偉大な10年」55頁における重工業固定

　　　　　資産の軽工業固定資産に対する倍率3：1をもととして、52年度の

　　　　　固定資産額を推計し、それぞれの年度の工業投資内に占める重工業

　　　　　投資の割合を、工業固定資産新規増加分に乗ずることによって求め
　　　　　られた重主業固定資産新規増加分を加算していった。

　　　④　平均産出係数は、国民経済全体の産出係数，実質国民総生産／実質

　　　　　生産固定資産、工業における産出係数＝実質工業総生産額／工業用

　　　　　実質生産固定資産、重工業における産出係数＝実質生産手段生産額

　　　　　／重工業実質生産固定質産。
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第5表

1952

　53

　54

　55

　56・

　57

　58

βi

β

0．325

0．359，

0，383

0．387

0．457

0．470

0，509

左の対前
年増加率
　　　　（％）

10．5

6，7

1，0

18．1

2．8

8．3

K，

K

0，363

0．375

0，392

0。412

0．426

0．451

0．489

左の対前
年増加率
　　　　（％）

3．3

4．5

5．1

3．4

5．9

8．4

（注）　第4表にもとついて計算した。

　　　　　　β1、　　　重工業固定資産平均産出係数
β　r国民経済生産的固定資産平均産出係数
K，　一　重工業部門生産的固定資産

K　　　　生産的固定資産合計
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第6表

1952

53

54

55

56

57

58

△A

（億元）

11．6

28．4

27．　8

22．4

29．4

32．3

’27．9

AA／N
　（％）

Ll
2．3

2．1

1．6

1．8

1．8

1．0

1十△A

（億元）

31．1

66．3

74．3

80．3

112．5

129．O

l99．4

（f十△A）／x

　　（％）

3。0

5．4

5．6

5．6

6．8

7．3

7．0

（1十△A）／Y

　　（％）

5。1

9．6

10．2

10．3

12．7

13。9

16．0

／

（注）　△Aは消費的固定資産の新規増加分、1は生産的固定資産の新規増加分。
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大型工場の小型工場に対する倍牽
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と’こいがモな経政門階た期同よ間わ部
はことて’デけ済策がに消に一うをた門
おのははさルれ拡が拡お費わのにとつがも値　”　らをば張と　張い　と　た．消みれて　’
わは限生に中な力らすてのろ費えば’投
れか界産第国らをれるは間う水ると投資
なな産額7のな将よに’のと準゜る資財
いり出の表現い来うと固選おを投程のの゜

高係下に実とに゜も定択も保資’自供
さい数落おとこわそな的がえ証の生己給
らもがそいつろたしつ投’ばし生産回能
にの下のてきにつてて資λ’う産手帰力’

でつも限合困て蓄’財のわる手段運を
第あたの界せ難高積その値ただ段生動拡
5る次が係てがめ率の供をりけ生産’張
表しのぞ数みあうに発給決うの産部すし
に》時のをよるるづ展能める消部門なう　　　　　　a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oおさ点理示う
いらに由し゜てに’ おとて第
は極いなお一’

めてついに

の観ら工￥れ表
逓察ず業にで
増期こ部よ重
傾間の門る工
向で係のと業
がは数限’部
明あが界工門
らる引産業の
かがき出生平
に’上係産均
さこげ数高産
れのらはが出
た係れ低減係
が数て下少数
（がいししのド

鼻駄諏釜毒
） きそる五傾
にりし゜年向
つとてそ’が
い低’し五明
て下全て七ら
69

よい力力る　費門にわる
うてがをこし財内おちよ
にもモ増とた生でけ投う
す同メ加にが産のる資に
るじンさなつの自拡財な
たよタせうて拡己張生る
めうムるう’大回は産た
になをた゜こ（帰’のめ
はこもめソこ前運消たに’

とつにビに節動費めは
まがよ’エおでが財の’
ずいう消トいの継部投ま
もわに費のて消続門資ず
つれな水経も費しのがも
てるり準験’必う拡なつ
生の’をか現要る張さて
産でそ一ら在量期あれ生
手あれ時しのの間るる産
段ると的て消最はい必手
生がとにい費低’は要段
産’も低いと要増消が生
部経にいう将求加費あ産
門済λ水る来水す水る部
の発を準こに準る準か門
自展次にとお）人のら内
己の第保はけさ口上だ部
拡低にち’るえに昇゜に
張い引’経高確対かしお
能段き生済い保しらたい
力階上産発拡さて独がて　　　　　　　「L　　　　　　　　　　、



経済発展と投資

定農い前　ルー規変は
資業て年とか・増動’
産生’増こら四加は第
投産相加ろ引・一分み8
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第8表

1953

54

55

56

57

58

59

1．69

1．23

2．95

1．39

4．21

2．40

2．29

1．41

0．93

2．15

1．07

2．13

（注）①A；籍

　　8一響
　②　第4表の（注）④、な
　らびに第二節（注）⑥を参
　照のこと。③1959年度の生
　産手段生産額は卸売物価指
　数が不明なため名目額のま
　まである。

第9表

1952

53

54

55

56

57

58

29．4

29．3

34．8

40．5

39．7

44．4

56．　6

44．7

51．5

50．3

53．5

51．0

56．6

63．0

（注）Aは重工業投資額／投資総額。

．Bは生産用固定資産新規増加

のうち重工業部門の占める割
合。
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　　　　　でなう初門産働きえれ　と
　　②①不限一期の性生ななな労に

るを§’関え　たけ過’来能すに゜な加゜

　結6の運 極なな門てけ条部が的ら
　局9面動　めいらののの件門ら発れ
　婆諺釜三髪薩講嬰募雰t）暑／9

　スことら　だ私こ門を配ば向引でレ
　　　　　　　　　　　’上きは？　トのしれ けたこの固分

　　　　　　　　　　゜一’でこ賃ま　　　　　　た引ると　　　　　　いき基もた消はと金ず

　　　　　　制明う程産働がはるげ　つつ”
　とる亀　　約確もの部生労でをら
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第深ま嶋い　 （
六めつ正てこあ
節てた巳いのと
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